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第 214 回 川口神社と小池幸三郎像 

筆者：林 久治（記載：2022 年 12 月 30 日） 

（１）前書き 

私（筆者の林）は Random Walks （乱歩）という題名で偏屈老人（林久治）の気侭
な紀行文のサイトを始めている。私の紀行文では、通常の紀行文にはない、斜め目
線からのご紹介を書くことに拘りたいと思います。通常の紀行文に関しては、既に
優れたサイトが沢山ありますので、それらをも引用しつつ、ユニークなご紹介 

を記載することに心掛ける所存です。 

一方、私は日本の銅像探偵団（１）のサイト/）の銅像探索に参加している。私は
珍しい銅像を探して、探偵団の団長さんに「ギャフン！」と仰っていただけること
を目標としている。ここで「珍しい」とは、「➀見つけ難い場所に隠れている有名
人の銅像。②市井で頑張って人生を過ごしたが、有名人ではない人物の銅像」と言
う意味である。私は自宅が東京にあり、孫達が大阪にいるので、主として東京近郊
と近畿地方で銅像探索を行っている。最近、私はネット記事を丹念に調査し、その
ような「スクープ銅像」の候補を多数見つけている。 

武漢肺炎による自粛生活で家に籠っていると、運動不足で体重が増加するし、精

神的にも圧迫を感じる。私の銅像探索は不要不急の活動ではなく、私の生存に必要

不可欠である。昨年の末には感染者数が激減し、「これで流行は終息か？」と期待

していた。所が、本年になって第 6波が到来してしまった。2月 3日には、日本全

国の新規感染者数は、過去最高の 104,334名に達した。しかし、これをピークとし

て新規感染者数は徐々に減少して、6月 23日には 16,670名にまで減少した。 

私は第４回目の予防接種を 7月 8日に受けることが出来た。そこで、私は 7月 16

日からの連休後に大阪に行って、孫達と遊ぶことを計画した。しかし、6月末から

第 7波が到来して、新規感染者数が急激に増加し始めたので、残念ながら私は大阪

行きを中止した次第である。その間、新規感染者数は急激に増加し、8月 3日には

過去最高の 249,789名にまで達した。これは、当日の世界最高値であった。 

東京地方の猛暑は例年以上で、7月初旬から最高気温は連日 35℃以上であった。

従って、第 7波と猛暑のため、私は銅像探索をしばらく自粛していた。しかし、8

月 4日から 6日までは大変涼しくなったので、6日には東京でも銅像探索を再開し

た。９月初旬、私共は大阪に滞在し、近畿の銅像を探索した。東京に帰ってから

も、運動を兼ねて銅像探索を続けている。私の銅像探索記の全ては、２）のサイト

/fから閲覧出来ます。 

最近、私は川口市内で銅像探索を行った。前回の記事/fでは、小原富蔵像と伊奈

忠治像を紹介した。今回は、川口神社とそこに設置されている小池幸三郎像を紹介

する。小池像は１）のサイト/に収録されているが、基本情報が不足していた。本稿

では私の意見などを青文字で、資料の内容などを緑文字で記載する。 

 

（２）川口神社 

 私は小原像の探索後に川口駅西口に帰り、今度は東口から川口神社に行った。そ

の道順を次ページの図１上に示す。東口（図１上の①）から本町通り経由で（図 1

上の矢印）、川口神社（図１上の②）まで歩いた。徒歩約 15分であった。（本文は

４ページに続く。） 

https://douzou.guidebook.jp/
http://masaniwa.web.fc2.com/Ranpo.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/Ranpo.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-213.pdf
https://douzou.guidebook.jp/
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③  

②  

図１． 

上：川口神社の周辺

地図、 

① ：川口駅東口、 

② ：川口神社鳥居、 

③ ：小池幸三郎像。 

本図は、３）のサイ

ト/oより借用。 

下：川口神社の境内

図、本図は、１）の

サイト/より借用。 

①  

③ 

② 

https://www.mapion.co.jp/m2/35.79812871,139.72268624,16/poi=tm_kawaguchi_kawaguchi0049_kanko
https://www.mapion.co.jp/m2/35.79812871,139.72268624,16/poi=tm_kawaguchi_kawaguchi0049_kanko
https://douzou.guidebook.jp/
https://douzou.guidebook.jp/
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図２． 

上：川口神社の

鳥居、 

（場所は図１上

の②地点） 

中：川口神社の

神門、 

（1943年に造ら

れたもの） 

下：川口神社の

本殿、 

（1927年の火災

で社殿が焼失し

たものの、1929

年に再建）。 
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 図１下に、川口神社の境内図を示す。図２上は、川口神社の鳥居で、場所は図１

上の②地点である。図２中は神門で、図２下は本殿である。私は、当社の御由緒の

写真を撮影したが、容量が多いので本稿に掲載することができない。その写真と本

文は、４）のサイト/に収録されている。本サイトに記載された御由緒は次の通りで

ある。 

川口市総鎮守 川口神社 川口市金山町 6-15 

【御由緒】当社はもと「氷川社」と称し、川口町の鎮守氏神として古くから領主・住民の

崇敬厚く、しばしば社殿の御造営や神宝の奉献があった。創祀についての記録は荒川の水

害により失はれてゐるが、天慶年間（西暦 940 年頃）足立郡司判官代武蔵武芝の創建とも

伝へ、暦応二年（1339）および天文四年（1535）の板碑、室町初期の古神像、江戸期の棟

札数点等がある。 

 江戸時代には川口は幕府の御料所となり、当社社地は除地（免税地＝氷川免）と定めら

れ、氷川大明神と尊称した。徳川第八代将軍吉宗公は、産米を増し飢饉を防止するため見

沼を開発し、見沼代用水路を完成させたが、芝川落口の門樋工事の際、幕府勘定役井澤弥

惣兵衛為永の配下杉山貞七郎保英は当社に工事の成功を祈願し、享保十八年（1733）難工

事を見事に完成させた。この神恩に感謝して神前に奉納した神鏡は、市指定文化財となっ

てゐる。 

 維新後の明治六年に村社に指定されたのち、町内の天神社、稲荷社（三社）、金山社を

合祀して、同四十二年に社名を「川口神社」と改めた。このうち金山社は、川口の伝統基

幹産業である鋳物業の守護神として篤い信仰があり、その旧社殿（現・八雲社）は川口町

最古の神社建築として、市の文化財に指定された。 

 昭和八年市制施行に伴ひ、川口市の総鎮守となり、同十年には県社に列せられた。 

 大東亜戦争後は、国の管理人を離れて神社本廳所属の宗教法人となり、中央・幸栄・並

木地区十三町会の氏子を始め、五十万市民の崇敬を受けて今日に至ってゐる。 

【御祭神】素戔嗚尊・菅原道真公・宇迦之御魂命・保食命・金山彦命 

【境内社】金山社、梅ノ木天神社、八雲社、杉山稲荷社・第六天社・石神井社、金刀比羅

宮、川口護国神社、浅間神社 

なお、川口神社との紹介は、５）のサイト/l、６）のサイト/l、７）のサイト/0

などが優れている。 

 

図３．金山社 

https://hotokami.jp/area/saitama/Hkktm/Hkktmtk/Dmzyr/98266/history/
https://jinjamemo.com/archives/post-21742.html
https://tesshow.jp/saitama/kawaguchi/shrine_kanayama_kawaguchi.html
http://saitamania.biz/post/post_disp.php?post_cd=430
http://saitamania.biz/post/post_disp.php?post_cd=430
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 図１下に示すように、本殿の右手には境内社の一つの金山社がある。その写真を

図３に示す。６）のサイト/l、によれば金山神社御由緒は次の通りである。 

金の祖神 金山神社 

【御祭神】金山彦命 

【御祭日】五月第二土曜日 

【御由緒】金山神社は南北朝時代暦応年間の御鎮座と伝へ、江戸時代以降川口鋳物業の発

展に伴ひ、鋳物師の守護神「金山権現」として篤い崇敬を受けてきた。当寺の祭日は十一

月十九日で、祭も盛大を極めたと言ふ。 

かつては当地の南西約三百米の地に鎮座してゐたが、政府の方針により明治四十二年、川

口町内の他の神社とともに町の鎮守であった氷川社に合祀され、現在の川口神社となっ

た。 

昭和の大戦後は神社が国家の管理を離れたため、鋳物業関係者と氏子有志の熱望により、

川口神社の旧社殿を移築して別宮とし、金山彦命の御分霊を奉祀したものである。 

御祭神の神徳は広大で、国民生活に欠かせない金属の生産と流通、特にお金の流通をつか

さどり、諸産業の発展と人々の幸福、社会の平和、国家の繁栄を守護される。 

 金山彦命の出生に関しては、８）のサイト/に次の記載がある。 

金山毘古神（かなやまびこのかみ）は、伊耶那美神が迦具土神を生み、陰部を焼かれて病

み臥した際に生まれた神々（金山毘古神・金山毘売神・波邇夜須毘古神・波邇夜須毘売

神・弥都波能売神・和久産巣日神）のうち、嘔吐（たぐり）によって生まれた神で、金山

毘売神と対偶を為す男神。 

図１下に示すように、本殿の奥には多くの摂社がある。その内で、右端には梅ノ

木天神社がある。４）のサイト/、によればその御由緒は次の通りである。 

学問の神 梅ノ木天神社 

【御祭神】菅原道眞公 

【御祭日】三月二十五日 

【御由緒】往古川口町字新屋敷に天神社が鎮座してゐたが、明治二十七年に町の鎮守氷川

神社に合祀され、現在の川口神社本殿に奉斎されてゐる。 

昭和十一年川口第一尋常高等小学校（現・本町小学校）廿楽雪之丞校長より、児童の勧学

の神として天神さまをまつりたい旨の要請を受け、道真公の御分霊を校庭の神殿に遷座し

て「梅ノ木天神社」と称した。然るに昭和二十年大東亜戦争敗戦に伴ふ敵占領軍の指令に

より、神殿ごと当神社に返還されたので、これを境内神社として奉安した。 

本町三丁目の永井政一氏は、同校就学当時の神恩に奉謝すべく、天神社造替資金として蓄

へた軍人恩給の提供を申し出られたため、これを原資に平成御大典奉祝記念事業の一環と

して新社殿を建設、平成四年五月二十七日夜遷座祭を斎行した。 

図１下に示すように、本殿の奥には多くの摂社がある。その内で、左端には川口

護国神社がある。５）のサイト/lには、その御由緒書が収録されている。それに

は、次のように書かれている。 

【御祭神】川口出身の国家公共につくした人の神霊 

【御祭日】四月第二土曜日 

【御由緒】 川口護國神社は、昭和二十三年四月、時の川口市長の指導により市役所神殿

の譲渡を受け、西南戦争から大東亜戦争に至る各戦役に戦没せられた川口市出身全英霊を

奉斎するお社として、川口神社境内に設立を見たものである。 

https://tesshow.jp/saitama/kawaguchi/shrine_kanayama_kawaguchi.html
http://kojiki.kokugakuin.ac.jp/shinmei/kanayamabikonokami/
https://hotokami.jp/area/saitama/Hkktm/Hkktmtk/Dmzyr/98266/history/
https://jinjamemo.com/archives/post-21742.html


6 

 

 爾来毎年四月あるいは五月に、川口市遺族会が主体となり例大祭を斎行してきた。平成

十五年からは市民有志が主催し、遺族のほか市内各界代表者の参列を得て川口市民平和祈

願祭を斎行している。 

御製： 国がためあまた逝きしを悼みつつ 平けき世を願いあゆまむ 

 わが郷土から出征して尊い一命を国に捧げ、平和と繁栄の礎となられた英霊に感謝し、

また平和への努力を誓うため、全市民こぞって参拝すべき神社である。 

なお、梅ノ木天神社と川口護国神社の間には多数の摂社があるが、それらの紹介

は省略する。それらの詳細は、５）のサイト/lと６）のサイト/lをご覧下さい。 

 

（２）川口神社の小池幸三郎像 

図 1下の境内図で、川口護国神社と金毘羅神社との間（図１の③地点）に１基の

胸像があった。その周辺の風景を図４に示す。 

 

図４．川口神社境内の小池像周辺、（図１の③地点）。 

 

次ページの図５上左に小池幸三郎像を、図５上右に台座正面の題字を示す。題字

には、「忠勇義烈」と書かれている。書家の名前は達筆過ぎて、私には判読困難で

あった。しかし、川口図書館にあった９）のサイトの本により、書き手は「初代川

口市長の岩田三史」と分かった。ウィキペディアによれば、岩田氏の略歴は次の通

りである。 

岩田 三史（1890 - 1973）は、川口屈指の大地主 の長男として生まれた。九州帝国大学医

学部を卒業、帝国女子医学薬学専門学校（現在の東邦大学）教授、額田内科病院副院長を

務めた。1931 年、補欠選挙で貴族院多額納税者議員に選出された。1933 年に川口市が成立

すると、初代市長に選出された。1934 年に市長を退任[5]。1939 年、貴族院多額納税者議員

に再度就任。戦後、公職追放となる （本文は、８ページに続く。） 

https://jinjamemo.com/archives/post-21742.html
https://tesshow.jp/saitama/kawaguchi/shrine_kanayama_kawaguchi.html
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図５．上左：小池幸三郎像、上右：台座正面の題字、下左：台座正面の碑文、 

下右：本像背面の彫文。 
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図５下左には台座正面の碑文を、図５下右には本像背面の彫文を示す。彫文に

は「嗚呼 忠烈 小池幸三郎君之像 武雄作」と書かれていた。また、本像台座背

面には１枚の名簿が貼られており、それには次のような記載があった。 

銅像移転費御芳名 平成七年五月二十七日 川口市海交会 

なお、小池幸三郎像の紹介は、10）のサイト、11）のサイト/7、12）のサイト/mな

どにある。 

 私は本稿を書くまでは、本像と「爆弾三勇士の江下武二像」の区別が曖昧であっ

た。両者共に手に棒状の物体を持って戦っているからである。勿論、小池 2等機関

兵（没後、1等機関兵）は日露戦争の初期に（1904年）、旅順港閉塞隊に志願し、

広瀬武夫少佐（没後、中佐：1868-1904）指揮する福井丸に乗組し作戦に従事し、戦

死を遂げた英霊である。一方、爆弾三勇士は第一次上海事変（1932年）で敵陣を突

破して自爆し、突撃路を開いた英雄とされる。その中の一人の江下武二像が「芝の

青松寺」に現存している。 

広瀬中佐の活躍や彼の銅像に関しては、13）のサイト/mが優れている。11）のサ

イト/7には、次のような記載がある。 

第二回旅順口閉塞作戦での戦死者は 4 名。 

 広瀬武夫 少佐（没後、中佐） 

 杉野孫七 上等兵曹「朝日」乗組（没後、兵曹長） 

 小池幸三郎 二等機関兵 「朝日」乗組（没後、一等機関兵） 

 菅波政次 二等信号兵曹 「高千穂」乗組（没後、一等信号兵曹） 

いずれ福井丸に乗り込んでいた。 

 小池像の制作者については、12）のサイト/mに次のような記載がある。 

川口市飯塚町の彫刻家・富田匠の手になる小池幸三郎の胸像は、昭和十一年（1936 年）、

日露戦役三十周年を記念して川口市公会堂（現・川口市立中央公民館）に建てられた。現

在は川口神社境内に移転している。（参考文献『川口大百科事典』 川口大百科事典刊行

会 ほか） 

私は「富田匠の名前は、川口大百科事典（10）のサイト）に記載されている」と思

った。そこで、私は 12月 25日に市川市立中央図書館に行って、本書を見てみる

と、170ページにそのような記載を確認した。 

 しかし、ネット記事では、「富田匠」なる彫刻家は存在せず、14）のサイト/lに

次のような記載があった。 

富田匠美（1908-1983 年 04 月 14 日）白日会会員 

また、15）のサイト/lには次のような記載があった。 

富田匠美が制作した「働く喜び」(1974)と題する銅像が、JR 川口駅東口、キュポラ広場に

ある。 

 以上の資料により、「富田匠美」なる彫刻家が昭和時代に川口市で活躍されてい

たことが分かった。従って、10）のサイトや 12）のサイト/mに記載されている「富

田匠」は「富田匠美」の誤記載であろう。しかし、私は市川市立中央図書館では

「小池像の制作者は富田匠美である」ことを明確に示した一次資料を発見すること

が出来なかった。 

https://senseki-kikou.net/?p=3307
http://fujimotoyasuhisa.sakura.ne.jp/bunsho/koike.htm
https://www.asahi-net.or.jp/~un3k-mn/navy-ryojun.htm
https://senseki-kikou.net/?p=3307
https://senseki-kikou.net/?p=3307
http://fujimotoyasuhisa.sakura.ne.jp/bunsho/koike.htm
https://yuagariart.com/artist-labo/03.html
https://hamanaka.blog.jp/archives/18773338.html
http://fujimotoyasuhisa.sakura.ne.jp/bunsho/koike.htm
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 一方、図５下右に示したように、本像背面には「武雄作」との彫文があった。

「武雄」という名前の彫刻家を検索すると、次の記事（16）のサイト/）がヒットし

た。 

岸澤武雄 略年譜 

1912 年 2 月 2 日：埼玉県川口町本町に生まれる 

1938 年：東京美術学校（現東京芸術大学）工芸科鋳金部を首席卒業 

1939 年：陸軍騎兵学校へ入校 

1942 年：スマトラ島（現インドネシア）へ渡る 

1945 年：シンガポールにて終戦を迎える（陸軍大尉） 

1947 年 5 月：復員 川口市寿町に居住、日展工芸「瑞鳥香炉」初入選（以後毎年入選）  

川口市立南中学校に勤務 

1952 年：埼玉県立川口高等学校に勤務 

1963 年：日展審査員、埼玉の若手工芸作家による「工芸研究会」を主宰 

1970 年：埼玉県立川口高等学校を退職、戸田市役所の依頼で「平和像」（高さ 2ｍ）を制

作 

1992 年 2 月 6 日 ：肺炎のため永眠（享年 80 歳） 

私は、以上の結果を矛盾なく説明できるシナリオは次の通りであろうと思う。 

日露戦争戦勝 30 周年を記念して昭和 11 年(1936)に川口市公会堂前に設置された小池幸三

郎像の作者は富田匠美であった。本像は戦時供出された。戦後、本像は復元された。その

復元家が岸澤武雄であった。 

しかし、小池像が戦時供出され、戦後復元されたとの説を確認する資料は、小池

像周辺と川口市立中央図書館には確認することが出来なかった。従って、本像の制

作者は「情報を求む！」と記載することが適当であろう。 

なお、13）のサイト/mには、「広瀬中佐の銅像は旧万世橋駅前、大分県竹田市の

広瀬神社、及び岐阜県高山市の飛騨護國神社にあった」との記載がある。旧万世橋

の銅像は戦後撤去されたが、他の２像は軍神にも係わらず初代の像は太平洋戦争で

供出され、戦後に再建された。また、17）のサイト/lには、「近鉄磯山駅北の線路

脇に、かつて、杉野兵曹長の銅像がありました」との記載がある。現在は無いよう

なので、当地の杉野像は戦時供出され、戦後に再建されなかったのであろう。 

 

図６． 

1937 年第二回修正測図之縮図の五

万分一地形図「津東部」の一部。 

ここに「杉野兵曹長像」の記載があ

る。本図は、17）のサイト/lより借

用。 

http://ginza-arthall.com/exhibition/2013/130226/
https://www.asahi-net.or.jp/~un3k-mn/navy-ryojun.htm
https://ameblo.jp/pitazou/entry-12125803273.html
https://ameblo.jp/pitazou/entry-12125803273.html


10 

 

 以上の資料などにより、小池像の概要は次の通りである。 

小池幸三郎胸像 

設置場所：埼玉県川口市金山町 6-15 川口神社境内 

制作者：情報求む！ 

設置：1936 年、日露戦争戦勝 30 周年を記念して川口市公会堂（現在の川口市立中央公民

館）前に設置。 

移設日：1995 年 5 月 27 日、川口市海交会によって、川口神社境内に移転。 

設置経緯：小池幸三郎氏(1880 年 7 月 15 日－1904 年 3 月 27 日)は現在の川口市に生まれ

る。幼くして鋳物工場の徒弟となる。1900 年、徴兵年齢に達し、横須賀海兵団に入団。

1904 年 2 月 10 日、日露戦争が勃発。同年 3 月 27 日、連合艦隊は第二回旅順港閉塞作戦を

実施。小池 2 等機関兵（没後、1 等機関兵）は閉塞隊に志願し、広瀬武夫少佐（没後、中

佐）指揮する福井丸に乗組し作戦に従事。閉塞船福井丸沈没後、カッターボートにて帰還

途中に、小池 2 等機関兵は被弾し戦死を遂げる。享年二十五歳。台座正面に以下の碑文あ

り。 

海軍一等機関兵小池幸三郎を偲ぶ 

君は小池武平氏の次子。 

明治 13 年 7 月 15 日、川口町 268 番地に生る。 

明治 33 年 12 月横須賀海兵団に入り、同 35 年 6 月軍艦高千穂の乗組員となる。 

日露の戦役起るや直ちに旅順の攻略に従い、決死旅順港口第二次閉塞隊に志願し、広瀬武

夫海軍中佐指揮の福井丸に乗船して、猛砲火の下に港口水道に突入したが、黄金山の西海

岸半鏈に達した時、ついに敵駆逐艦の魚雷をうけた。 

よって自ら爆沈して任務を完遂し、広瀬中佐・杉野兵曹長と共に帰らず、英魂とこしえに

靖国の霊となる。 

実に明治 37 年 5 月 23 日夜である。 
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